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平成２８年度 保健福祉部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

保健福祉部長 

谷本 憲子 

●使命 

保健福祉部は、妊娠期から乳幼児、高齢者、障がい者の方々

等が、住み慣れた地域で、笑顔で暮らすことができるように、

健康づくりの推進、各種福祉・介護サービスの充実を図るとと

もに、専門職の連携を深め、共に支えあう地域づくりを大切に

した保健福祉行政を推進します。 

●基本方針 

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を

強化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。 

②子育て環境を一層充実するとともに、地域の関係機関とのネ

ットワークを構築し支援体制をつくることによって、妊娠期

から子育て期に切れ目ない支援を推進していきます。 

③市民が自分らしい豊かな人生を送ることができるよう、地域

ぐるみで心と体の健康づくりを推進します。 

④高齢者が安心して元気に生活できるよう、新たな介護保険制

度の体制を構築します。 

⑤誰もが安心して暮らせるまちを目指して、地域包括ケアシス

テムの充実に努めます。 

所 管 課 

福祉課・子育て支援課（公立保育園）・

健康づくり推進課（子ども包括支援セ

ンター）・いきいき長寿課・トータルサ

ポートセンター 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１０９人 １２８人 ２３７人 

一般会計 ４，２１４，５７５ 
千円 

特別会計 ４，１９５，８５３ 
千円 

計 ８，４１０，４２８ 
千円 

（うち人件費） （ ６９８，１３６ 千円 ） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

生活困窮者自立

支援事業の支援

及び実施 

 自立相談支援事業及び家計相

談支援事業を、委託先の社会福祉

協議会と連携し運営を支援し、生

活困窮者に対する自立支援を実

施します。 

対象者数等の実態を把握

し、生活相談支援センターの

利用促進や運営を支援しま

す。また、生活相談支援セン

ターとの連携により就労支

援を実施し、生活困窮者の生

活が安定するよう努めます。 

  

・目標就労者数  年間10人 

 

 

 

 9月末現在、就労

者数は7人となって

いて、今年度の目標

については、達成の

見込みです。 

 

1月末現在、就労

者数は10人となり、

今年度の目標につ

いては達成しまし

たが、年度末まで事

業を継続します。 

3 月末で就労者数

は 17 人となり、今

年度の目標を達成

しました。 

 

2 

子育て環境の充

実 

放課後児童クラブ条例に対応

した、施設整備計画・市ガイドラ

イン作成を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育施設整備に向けた準備を

行います。 

 

 

 昨年設計を行った、各クラ

ブの静養室の設置を行いま

す。        6箇所 

 

 小学校６年生までが受け

入れ対象となったことから、

設備の新設を行います。         

1箇所 

 

保護者会運営方式のクラ

ブ運営について、市との役割

分担等の市ガイドラインの

作成協議を引き続き行いま

す。 

 

 

 

 

 

福田保育園の園舎拡張を

行うため、設計を行います 

 

 

施工業者が決定

し、順次工事を進め

ていきます。 

 

 現在、設計を進め

ています。年度末の

完成を目指します。 

 

 

 まずは運営部分

に関する協議を進

めていきます。ガイ

ドラインという形

態にこだわらず、ク

ラブに必要な情報

を盛り込んだ形で

作成を進めていき

ます。 

 

 用地の取得後、速

やかに設計を行う

準備を進めていま

す。 

 各クラブの工事

は完了しました。 

 

 

 現在工事を行っ

ており、3月末の完

成を予定していま

す。 

 

 クラブからの要

望が多い部分から

順次作成を進めて

おり、順次提供する

方向で進めていき

ます。 

 

 

 

 

 用地の取得がで

き、今後、設計作業

を進めていきます。 

 

達成済み 

 

 

 

 3 月末の完成を目

指していましたが、

4 月上旬に完成する

予定となりました。 

 

 第１弾として、年

度末に、市とクラブ

の間の年間予定を

確認し、関係書類の

様式集をまとめ、ク

ラブへお渡ししま

した。 

 

 

 

 現在、全体の配置

を検討しており、決

定後速やかに設計

作業を進めていき
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子育ての孤立化や児童虐待を

予防するため、乳児全数訪問、関

係機関との情報共有会議を実施

し、安心して子育てできる環境づ

くりに努めます。 

 

 

 警察・児童相談所、教委等

との情報共有しながら、見守

りを行いつつ、その改善方策

を協議し、状況改善に努めま

す。 

 

 

 

 引き続き、関係機

関との情報共有を

図りながら、改善方

策を協議していま

す。 

 また、見守りが必

要な方については、

現在の状況確認を

行い、状況に応じた

対応を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き、関係機

関との情報共有を

図りながら、改善方

策を協議していま

す。 

 また、現在見守り

を行っている全て

の方の現状確認を

行いつつ、状況に応

じた対応や支援を

行っています。 

ます。 

 

 年 14 回の関係会

議を開催し、その改

善方法を協議しま

した。 

 

 見守りが必要な

方については、年度

当初より 18％減少

しました。引き続き

状況に応じた対応

や支援を行ってい

ます。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

子どもから高齢

者まで、心と体の

健康づくりの推

進 

妊娠期から子育て期にわたる

までの切れ目ない相談支援を実

施します。 

 

 

 

 

 

地域住民との協働により安心

して子育てができる地域づくり

を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

働き盛りの年齢の方が受診し

やすいよう、各種がん検診を日曜

日や夕方に実施します。 

 

 

 

 

 

要精検と判定された方に対し

精密検査の受診勧奨を強化しま

す。 

  

 

 

 

 

対象別相談支援件数 

 ・妊婦の訪問・相談件数 

    訪問60人、相談100件 

 ・乳児家庭全戸訪問 

       対象者約220人 

 

 

 

市民と子育て広場を考える

ためのワークショップの開

催 

開催回数 5回 

   参加者数 60人 

 

子育て広場を活用した地域

づくりセミナーを開催 

  開催回数 2回 

   参加者数 200人 

 

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

の各がん検診受診率の目標     

前年比1％の増 

 

 

 

 

 

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

の各がん検診精検率の目標  

90％ 

 

 

 

 

 

 

妊婦の訪問  7人 

妊婦の相談 86件 

 

4月～9月出生115人 

うち 99人訪問済み 

 

 

子育て広場ワーク

ショップ 

 

 開催回数 4回 

 参加人数 98人 

 

地域づくりセミナ

ーは、10月・12月に

実施予定 

 

 

検診期間中のた

め受診率は算出で

きないが、乳がんの

受診者数は増加し

ています。 

 

 

 

検診期間中のた

め精検率は算出で

きないが、医療機関

から報告が無い対

象者に対して、精密

検査受診状況票を

発送し確認に努め

ています。 

 

妊婦の訪問 17人 

妊婦の相談 135件 

 

4月～12月出生 

175人のうち159人

訪問済み 

 

子育て広場ワーク

ショップ 

 

 開催回数 4回 

 参加人数 98人 

 

地域づくりセミナー

（イベント型含む） 

開催回数  3回 

参加人数 470人 

 

H29.2.1現在の 

がん検診受診率 

 胃がん 17.1％ 

 肺がん 30.1％ 

大腸がん 23.5％ 

子宮がん 29.6％ 

乳がん 22.2％ 

 

H29.2.1現在のがん

検診精検受診率 

 胃がん 85.5％ 

 肺がん 50.0％ 

大腸がん 79.4％ 

子宮がん 55.6％ 

乳がん※94.8％ 

※マンモグラフィのみ 

 

妊婦の訪問 30 人 

妊婦の相談 197 件 

 

4 月～2月出生 

199 人のうち 183 人 

訪問済み 

 

子育て広場ワーク

ショップ 

 

 開催回数 4回 

 参加人数 98人 

 

地域づくりセミナー

（イベント型含む） 

開催回数  3回 

参加人数 470人 

 

子宮頸がん検診受

診率は前年比 1.1％

増、乳がん検診受診

率は前年比 4.6％増

となり、目標を達成

しました。 

 

 

がん検診精検受診

率 

 胃がん 87.6％ 

 肺がん 83.3％ 

大腸がん 82.4％ 

子宮がん 77.8％ 

乳がん※100.0％ 

※マンモグラフィのみ 
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潜在の心を病んだ方や家族が

相談につながるように、こころの

健康に関する普及啓発を行いま

す。 

 

 

愛育委員・栄養委員の心や身体

の健康づくりに関する研修等を

充実し、地域住民の健康づくりを

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合保健計画策定のために、健

康づくりに関する市民意識調査

を行い、将来を見越した総合保健

計画に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康相談（12回） 

新規利用者の相談 10人 

保健師による相談（随時） 

 

 

 

研修等の開催回数、参加者数 

 愛育：112回、延1,800人 

 栄養： 50回、延1,000人 

 

 

 

健康づくり地域活動実施数 

   前年比1％増 

 

 

 

 

 

総合保健計画を策定しま

す。 

 

こころの健康相談 

（6回）延9人利用 

  うち3人新規 

保健師による相談 

（随時）延46人 

 

研修等の開催回数、

参加者数 

愛育：64回 

延1,137人 

栄養：22回  

延525人 

 

 

 

 

 

 

 

総合保健計画策

定の資料とするた

め、18歳～74歳の市

民2,000人対象に健

康意識調査を実施

し現在回収中。 

今後のグループ

インタビューの実

施に向けて関係者

へ日程調整中。 

 

こころの健康相談 

（9回）延17人利用 

 うち4人新規 

保健師による相談 

（随時）延95人 

 

研修等の開催回数、

参加者数 

愛育：94回 

  延1,816人 

栄養：42回 

  延826人 

 

 

 

 

 

 

 

健康づくりに関

する市民意識調査を

実施し結果の集計

分析を行いました。 
一部の市民グル

ープ対象にインタ

ビューを実施しま

した。 

これらの結果を

反映した、総合保健

計画（案）を健康づ

くり推進協議会で

協議しました。 

2月にはパブリッ

クコメントを実施

する予定です。 

 

こころの健康相談 

（12回）延23人利用 

 うち10人新規 

保健師による相談 

（随時）延102人 

 

研修等の開催回数、

参加者数 

愛育：108回 

  延2,426人 

栄養：54回 

  延1,087人 

地域で愛育委員・栄

養委員が健康づく

り活動を実施した

住民数 

 愛育：23,864 人 

 栄養： 8,462 人 

 

パブリックコメ

ントの結果 4 者 45

件の意見がありま

した。この意見を踏

まえ、健康づくり推

進協議会にて協議

し、瀬戸内市総合保

健計画を策定しま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

高齢者福祉の推

進 

認知症施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新総合事業(要支援者等を地域

で支える仕組みづくり)の実施に

向け、サービスや支援体制を構築

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり歩き高齢者見守り

協力体制の訓練を徘徊模擬

訓練と合わせて実施します。 

地域包括支援センター、ト

ータルサポートセンターと

協働し、より質の高い研修体

制を整備します。 

・サポーター養成講座 4回 

・認知症対応研修 3回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

要支援者の通所介護・訪問介

護に代わる介護予防・日常生

活支援総合事業の体制整備

を図るため協議体を立ち上

げ、関係機関で情報を共有

し、総合事業の支援内容、取

組み方法等を決定します。 

（3回/年） 

 

 

 

 

 

 

サポーター養成講

座 5回開催  

受講者数：延71人 

 

認知症対応研

修・徘徊模擬訓練は

今年度実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議体会議 

2回実施 

 

訪問・通所事業所

向けに計3回の意見

交換会を実施。 

 

今後11月に指定

申請説明会実施予

定。 

 

 

 

  

サポーター養成講

座 5回開催  

受講者数：延71人 

 

認知症対応研修・徘

徊模擬訓練は今年

度実施予定 

ひとり歩き高齢者

見守り協力体制協

力団体登録数： 

65件(27年度末) 

→ 84件 

ひとり歩き高齢者

見守り協力体制啓

発用ステッカー 

2月中旬完成予定 

 

 

 

 

 

通所事業所を対

象に11月に運動指

導カリキュラムを

実施しました。 

16事業所18名参加 

 

 

12月に訪問・通所事

業所を対象に指定

申請説明会を実施

しました。 

1月に介護予防・日

常生活支援総合事

業検討委員会を実

サポーター養成講

座 9回開催  

受講者数：延143人 

 

認知症対応研修 

2回開催 

受講者数：延20人 

徘徊模擬訓練 

 3/4（福岡住宅） 

 参加者：17 人 

ひとり歩き高齢者

見守り協力体制協

力団体登録数： 

65件(27年度末) 

→ 96件 

ひとり歩き高齢者

見守り協力体制啓

発用ステッカー 

協力団体96件配布 

 

 

介護予防・生活支援

サービス事業とし

て、３の訪問型サー

ビス、２の通所型サ

ービスの準備が整

いました。 

■訪問型サービス 

①介護予防訪問 

15 事業所 

②手助け訪問  

12 事業所 

③ささえあい訪問 

  ボランティア 

■通所型サービス 
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介護サービス介護給付の適正化

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 地域包括支援センターに

コーディネータを配置し、連

携を行いながら地域づくり

を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

事業者指導の推進を図り

ます。 

実地指導事業所数  

10事業所 

認定調査員の調査の平準

化及び質の向上・安定を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はつらつ教室  

3カ所 93人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実地指導事業所数 

2事業所 

 

 

認定調査員の現

認研修は、1月実施

予定。 

施しました。 

 

 

 

 

 

はつらつ教室  

7カ所 135人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実地指導事業所数 

    10事業所 

 

 

認定調査員の現認

研修は1月に13人参

加しました。 

 

①介護予防デイサ

ービス 

    12 事業所 

②元気アップデイ 

    9 事業所 

 

一般介護予防事業 

■はつらつ教室 

 現在市内 40 カ所

あります。 

 

今年度は 11 カ所で 

179 人の参加があり

ました。 

 

 

 

実地指導事業所数 

    10事業所 

 

 

認定調査員の現認

研修は1月に13人参

加しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

保健、福祉、医療

連携の推進 

できる限り住み慣れた自宅や

地域で暮らし続けながら、必要に

応じて医療や福祉サービスを受

けられるような、地域ネットワー

クを充実強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムを踏ま

えた在宅医療介護推進のため、一

般市民へ啓発します。 

 

 

 

 

 

 

 

市内の医療・福祉・介護関

係機関が連携を深められる

よう、多数の関係機関が参加

できる専門職研修会等を実

施します。 

１研修会あたり市内関係 

機関参加目標率 

医療機関     20％ 

介護福祉機関     50％ 

延参加目標人数   400人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅医療介護推進の市民講

座等を多職種協働で開催し

ます。 

市民講座 1回 

延参加目標人数 100人 

出前講座 10回 200人 

 

 

 

 

8/18 在宅医療多職

種連携研修会開催 

「認知症の人の支

援について～早期

診断・早期支援に繋

ぐために～」 

講師：倉敷平成病院 

神経内科部長 

涌谷陽介氏 

参加者：107 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/16①多職種交流

の場「ケア・カフェ

せとうち」開催 

参加者：97 人 

 

5/14 市民講座：在宅

医療・介護推進フォ

ーラム開催 

参加者：101 人 

 

小地域ケア会議参

加挨拶会（裳掛・玉

津・邑久・豊原・笠

加）回数：5回 

延参加者：105 人 

10/12 第 1 回高齢者

入所施設合同研修

会 

（市内7施設介護職

等）参加者：38人 

10/13 多職種連携研

修会（口腔機能） 

参加者：74 人 

11/10 多職種連携研

修会（嚥下機能） 

参加者：81 人 

12/8 多職種連携研

修会（栄養） 

参加者：85 人 

1/24 地域包括ケア

推進全体研修会 

慈圭病院副院長 

石津秀樹氏 

認知症実践発表 4名 

参加者：108 人 

11/17②多職種交流

の場「せとうちカフ

ェ」参加者：74人 

 

 

小地域ケア会議参

加（玉津/裳掛） 

回数：2回 

参加者：28 人 

 

出前講座(地区サロ

ン、ふれあい会、敬

老会等) 

回数：3回 

延参加者：146 人 

市内の医療・福祉・

介護関係機関の多

職種間の支援連携

が一層深まり、地域

ネットワークの充

実強化は概ね達成

です。 

１研修会あたり市

内関係機関参加目

標率については、一

部未達成です。 

◎目標値の実績率 

医療機関  21％ 

介護福祉機関29％ 

延参加人数455人 

        

3/15第2回高齢者入

所施設合同研修会

（7施設介護職等） 

参加者：34人 

2/16③多職種交流

の場「せとうちカフ

ェ」参加者：63人 

 

 

市民への普及啓発

活動について、目標

回数は達成です。 

出前講座等実施10回 

延参加人数323人 

 

小地域ケア会議参

加（鹿忍・福田） 

回数：2回 

延参加者：75 人 
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関係部署・関係機関との協働に

より作成した地域包括ケア実行

計画に基づき、年次目標が達成で

きるよう多職種との連携調整を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新病院内に事務所移転するト

ータルサポートセンターの機

能・運営体制等を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケア実行計画の進

行管理を協議会等と協力し、

実施します。 

協議会会議      4回 

延参加目標人数   100人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内市民病院ほか、市内

の医療・福祉・介護関係機関

が連携できる意見調整や相

談体制の整備など、トータル

サポートセンターの機能・役

割、運営体制を整備します。 

 

 

 

在宅医療・地域福祉連携に

係る会議開催    16回 

延参加目標人数   130人 

医療・福祉・介護等関係機 

関連携相談等の実施 120件 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/17、8/25、市在宅

医療・福祉・保健連

絡協議会開催 

福祉地域包括ケア

実行計画等の進捗、

市取組状況の報告 

協議会会議：2回 

延参加者：57 人 

 

 

 

 

 

 

4～9 月医療連携関

係者会議 9 回開催 

延参加者：64 人 

 

 

 

 

 

 

9/14①在宅療養支

援連携に係る連絡

会開催  

参加者：39 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/15 市在宅医療・

福祉・保健連絡協議

会開催 

福祉地域包括ケア

実行計画等の進捗、

市取組状況の報告 

協議会会議：1回 

参加者：29 人 

 

 

 

 

 

 

10～1 月医療連携関

係者会議 6 回開催 

延参加者：34 人 

 

 

 

 

 

 

10/1 市民病院内へ

トータルサポート

センター事務所を

移転し業務開始 

 

出前講座(福祉委

員、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、

ふれあい会、市民病

院など) 

回数：3回 

延参加者：74 人 

 

 

年 4 回の市在宅医

療・福祉・保健連絡

協議会（ケアネット

せとうち）を開催

し、H28 度実行計画

の見直し、進捗・取

組状況の報告が行

われ目標達成です。 

 

3/9 市在宅医療・福

祉・保健連絡協議会 

 会議：1回 

 参加者：29 人 

 

計画どおり定期的

に関係機関と連携

した会議開催がで

き目標達成です。 

 

2～3 月医療連携関

係者会議 3 回開催 

延参加者：18 人 

 

3/14  ②在宅療養

支援連携に係る連

絡会開催 

参加者：49 人 
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在宅医療・地域福祉

連携に係る会議 

3 回開催 

延参加者：26 人 

 

医療・福祉・介護等

に係る個別対応の

実施 （4～9月） 

件数：151 件 

在宅医療・地域福祉

連携に係る会議 

3 回開催 

延参加者：26 人 

 

医療・福祉・介護等

に係る個別対応の

実施 （10～1 月） 

件数：157 件 

（4～1 月）延件数 

308 件 

在宅医療・地域福祉

連携に係る会議 

1 回開催 

延参加者：8人 

 

医療・福祉・介護等

に係る個別対応の

実施 （2～3月） 

件数：67件 

(4～3 月)H28 年間 

延件数  375 件 

 

 


